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血腫を伴 った精巣白膜 コレステ リン肉芽腫 の1例
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   A case of cholesterol granuloma with hematoma of the tunica albuginea is reported. A  52-

year-old man complained of a painless mass in the left scrotum The mass was  50  x 25  x  30mm in 
size. An operation was performed. Macroscopically the mass originated from the tunica albuginea 
and was a cystic lesion with a thick fibrous capsule. The cystic lesion was filled with an old 
hematoma. An extirpation was performed. Microscopically, the sections showed fibrogranuloma-
tous tissue containing innumerable cholesterol clefts and numerous foreign body giant cells. The 
histological diagnosis was cholesterol granuloma with hematoma. 

   This is the sixth case of cholesterol granuloma of the external genitalia, and is the first case 
of cholesterol granuloma with hematoma of the tunica albuginea in the literature. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 39: 193-195, 1993) 
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緒 言

陰嚢内に発生するコレステリン肉芽腫の報告1-5)は

きわめて少なく,わ れわれが調べえたかぎりでは,精

巣白膜に発生 した症例の報告はない.今 回,わ れわれ

は精巣白膜に発生 したコレステ リソ肉芽腫の1例 を経

験したので,文 献的考察を加えて報告する,

症 例

患者;52歳,男 性

主訴:左 陰嚢内の無痛性腫瘤

既往歴:明 らかな陰嚢部外傷,精 巣上体炎,尿 道炎

などの既往なく,ま た陰嚢 ・鼠径部手術の既往もなし.

家族歴=特 記すべきことなし

現病歴=初 診1990年3月16日,左 陰嚢内の無痛性腫

瘤に気づき,当 科を受診した.

現症 二体格 ・栄養良好.表 在性 リンパ節触知せず.

胸腹部には異常所見を認めなかった.左 精巣上部に無

痛性の約50×25×30mmの 弾性硬 の腫瘤を触知 し

た.触 診上,腫 瘤は左精巣または精巣上体頭部に存在

していた.左 精巣自体の大きさや弾性は正常範囲であ

った,右 精巣 ・精巣上体には触診上異常は認めなかっ

た.

検査所見:末 梢血,血 液生化学検査,止 血能,血

沈,β 一HCG,AFP,尿 所見に異常は認!めなかった.

以上より,左 陰嚢内腫瘍を疑い,1990年5月16日 手

術を施行した.

手術所見:腰 椎麻酔下で,左 鼠径部切開を行った.

精索を遊離 し,こ れに血管テープをかけて阻血処理を

おこなった上で,陰 嚢内容を創外に脱出させた.

腫瘤は精巣上部白膜に存在し,精 巣上体とは癒着は

なく,腫 瘤と精巣の境界は明瞭であった(Fig.1).腫

瘤 を鋭的に剥離 し,摘 除した.精 巣や周囲への浸潤は

認められなかった。腫瘤は嚢胞様で厚い被膜に覆わ

れ,内 容は黒緑色の液体で満たされていた.術 中病理

迅速診断はコレステ リン肉芽腫であった.腫 瘤を摘除

した部分の精巣側には脂肪変性を認めた.ま た,左 精

巣上体は全体に硬 く精巣上体炎と考えられたため,左

精巣上体切除術も施行 し,左 精巣は陰嚢内に固定 し

た.
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摘出標本所見:腫 瘤は大 きさ50×25×20mm,嚢

胞様の3～4mmの 繊維性被膜に覆われ,内 容は光沢

のある黒緑色の液体で満たされており,コ レステリン

結晶を含む陳旧期の血腫であった.

病理組織学的所見:弱 拡大では繊維化を伴った炎症

性の肉芽を認め,そ の中には無数 の明 るい針状の

cholesterolcleftと 多数のforeignbodygiantcell

の存在が認められた,強 拡大ではforeignbodygi-

antcellの 大部分はcholesterolcleftと 直接接触し

て存在しているがの認められた(Fig.2).ま た,左 精

巣上体には非特異的炎症性所見を認めた.以 上の所見

から,血 腫を伴った左精巣白膜コレステリン肉芽腫お

よび左精巣上体炎と診断した.

現在,患 者は外来通院にて経過観察中であるが,再

発な く経過は良好である.

考 察

コレステ リソ肉芽腫は耳鼻科領域の滲出性中耳炎の

遷延型として知られているが6),陰 嚢内に発生するこ

とはきわめて少ない.

陰嚢内に発生 した コレステリン肉芽腫 としては,

1929年Wollheimt)が 報告 した精巣鞘膜に発生 した症

例 が第1例 目とされている.欧 米文献に おけるその

後 の報告例 としては,精 巣鞘膜に発生 した報告が2

例2・3)みられるのみである.本 邦においては斉藤ら屯)・

近藤 ら5)が精巣鞘膜に発生 した症例を報告 している.

われわれが調べえたかぎりでは,精 巣白膜に発生 し

たコレステリン肉芽腫の報告はなく,精 巣白膜に発生

したものとしては,わ れわれの報告が第1例 目である

と考えられた.

コレステ リソ肉芽腫の発生の原因は不明であるが,

先行する外傷や炎症が存在して出血を生 じ,血 中のコ

レステロールが組織に沈着し,2次 的に異物反応を起

こして肉芽を形成するのではないかと考え られてい

る2・3).

われわれの経験した症例では,時 期は不明であるが

組織的に精巣上体炎の既往が認められており,こ の炎

症により精巣白膜に血腫が形成され,さ らにコレステ

リン肉芽腫の発生に影響をおよぼした可能性があるか

もしれない,

コレステリン肉芽腫の組織学的な特徴としては,無

数のcholesterolcleftと 多数のforeignbodyg三ant

cellの 存在が挙げられ2・3),われ われ の症例でも両者

の存在が認められた.な お,コ レステリソ肉芽腫と類

上皮腫であるcholesteatomaと は 別なものであ り,

混同すべきではないとされている6).

鑑別すべき疾患としては精巣腫瘍などの陰嚢内腫瘍

が挙げられるが,そ の鑑別は術前には難しく,超 音波

エコー所見も音響陰影を伴 う比較的均一な低エコー像

を呈する4)な ど,明 確に精巣腫瘍などの陰嚢内腫瘍を

除外する決め手にはならないようである.自 験例以外

の報告例においても,剖 検例の1例2)を 除 く4例 のう

ち3例1・4・5)は精巣摘除術が施行されてお り,自 験例と

同様に術中病理迅速診断によって腫瘤切除のみを行い

精巣を温存できた ものは1例3)の み であった.よ っ

て,明 らかに悪性腫瘍であると判断できない場合,手

術時に阻血処理をおこなった上で術中病理迅速診断を

行い,で きるだけ無用な精巣摘除術を避けることが必

要であると思われる.
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